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産
業
医
科
大
学
の
活
動
報
告

台
湾
か
ら
招
へ
い

健
康
経
営
に
関
す
る
共
同
研
究

　

２
０
２
５
年
11
月
６
日
か
ら
19
日
ま
で
の
14
日
間

の
日
程
で
、
台
湾
の
中
国
医
薬
大
学
（
大
学
院
生
２

名
、
大
学
生
２
名
お
よ
び
引
率
教
員
ロ
ー
テ
ィ
ン
・

リ
ン
教
授
の
計
５
名
）
と
産
業
医
科
大
学
と
の
研
究

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

産
業
医
科
大
学
は
、
優
れ
た
産
業
医
・
産
業
保
健

専
門
職
の
養
成
と
産
業
医
学
の
振
興
を
目
的
・
使
命

と
し
て
１
９
７
８
年
に
設
立
さ
れ
た
、
産
業
医
学
を

専
門
と
す
る
世
界
で
唯
一
の
大
学
で
す
。
労
働
者
の

健
康
と
安
全
を
ま
も
る
産
業
医
学
に
関
連
す
る
研
究
、

お
よ
び
、
日
本
側
で
主
に
受
け
入
れ
を
行
っ
た
産
業

保
健
経
営
学
研
究
室
が
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
る

「
健
康
経
営
に
関
す
る
研
究
」
を
軸
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
成
し
ま
し
た
。

■	

労
働
環
境
の
観
察
と
対
策
検
討

　

産
業
医
学
の
研
究
を
行
う
に
あ
た
り
、
現
場
の
労

働
環
境
を
よ
く
観
察
し
、
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
台
湾
メ
ン
バ
ー
に
、
日
本
の
労
働
現
場

の
実
態
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
２
回

の
現
場
巡
視
の
機
会
を
も
う
け
ま
し
た
。
１
回
目
は

11
月
７
日
に
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
製
造
す
る
事
業
所

（
㈱
Ｏ
Ｃ
Ｃ
海
底
シ
ス
テ
ム
事
業
所
）
を
訪
問
し
、

作
業
内
容
の
見
学
お
よ
び
巡
視
を
行
い
ま
し
た
。
取

り
扱
っ
て
い
る
化
学
物
質
（
有
機
溶
剤
）
に
つ
い
て
、

作
業
環
境
測
定
士
の
資
格
を
持
つ
者
が
、
実
際
に
気

中
の
物
質
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、
帰
学
後
に
ガ
ス
ク

ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
濃
度
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
11
月
17
日
に
パ
ン
製
造
工
場
（
㈱
フ
ラ

ン
ソ
ア
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
部
福
岡
セ
ン
タ
ー
、
㈱
ニ

ュ
ー
イ
ン
グ
ベ
ー
カ
リ
ー
九
州
福
岡
工
場
）
を
訪
問

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
社
で
は
、
重
量
物
取
扱
い

や
繰
り
返
し
の
上
肢
作
業
な
ど
、
人
間
工
学
的
健
康

障
害
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
い
、
そ
の
対
策

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

■	

健
康
経
営
へ
の
理
解
促
進

　

現
場
で
の
観
察
と
と
も
に
、
体
系
的
な
知
識
も
重

要
で
す
。
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
人
間
工
学

的
健
康
障
害
リ
ス
ク
、
心
理
社
会
的
健
康
障
害
リ
ス

ク
（
主
に
睡
眠
や
組
織
的
支
援
）
に
つ
い
て
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
も
と
に
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
方
法

お
よ
び
対
策
の
進
め
方
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

健
康
経
営
と
は
、
「
従
業
員
等
の
健
康
管
理
を
経

営
的
な
視
点
で
考
え
、
戦
略
的
に
実
践
す
る
こ
と
で

あ
り
、
企
業
理
念
に
基
づ
き
、
従
業
員
等
へ
の
健
康

投
資
を
行
う
こ
と
は
、
従
業
員
の
活
力
向
上
や
生
産

性
の
向
上
等
の
組
織
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
、
結
果

的
に
業
績
向
上
や
株
価
向
上
に
つ
な
が
る
と
期
待
」

す
る
考
え
方
で
す
。
日
本
で
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で

す
が
、
同
じ
よ
う
な
考
え
方
の
取
り
組
み
は
多
く
の

国
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
台
湾
も
同
様
で
す
。
日
本

で
は
、
経
済
産
業
省
や
証
券
取
引
所
が
力
を
入
れ
て

け
ん
引
し
、
参
加
企
業
の
数
の
圧
倒
的
な
多
さ
が
強

み
で
す
。
日
本
と
台
湾
の
取
り
組
み
の
強
み
と
弱
み

を
整
理
し
、
両
国
の
取
り
組
み
の
改
善
点
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
期
間
中
、
産
業
医
科
大
学
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
５
に
参
加
し
ま
し
た
。
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
の
カ
ワ
チ
・
イ
チ
ロ
ー
教
授
を
迎
え

た
基
調
講
演
な
ど
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
研
究
者
・

実
務
家
が
参
加
し
、
知
見
の
共
有
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

科
学
技
術

振
興
機
構	

『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激　
第
481
回

＝
特
別
連
載
＝

永田	智久
（産業医科大学
産業生態科学研究所
産業保健経営学研究室
准教授）
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を
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

休
日
に
は
時
間
を
み
つ
け
、
皆
で
門
司
港
・
下
関
、

小
倉
を
観
光
し
ま
し
た
。
唐
戸
市
場
、
関
門
ト
ン
ネ

ル
、
門
司
港
レ
ト
ロ
、
小
倉
城
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
見
学
し
、
台
湾
メ
ン
バ
ー
は
日
本
の
食
・

文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■	

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
主
に
二
つ
の
成
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
次
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
発
展

に
つ
な
が
る
知
見
で
す
。
今
回
は
人
間
工
学
的
・
心

理
社
会
的
健
康
障
害
リ
ス
ク
の
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
以
外
の
物
理
的
・
化
学
的
・
生
物
学
的
健
康

障
害
リ
ス
ク
を
加
え
た
五
つ
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

ど
の
職
業
・
職
種
に
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
が
ど
の
程
度
、

存
在
す
る
か
の
対
応
表
（Job	Exposure	M

atrix

〈
Ｊ
Ｅ
Ｍ
〉
と
い
い
ま
す
）
を
つ
く
る
研
究
へ
と
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
両
大
学
の
学
生
・
研
修
医
が
学
び
、

交
流
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
で
す
。
産
業
医
科
大
学

産
業
保
健
経
営
学
研
究
室
に
は
、
９
人
の
研
修
医
が

い
ま
す
。
彼
ら
・
彼
女
ら
に
と
っ
て
も
貴
重
な
学
び

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

〈
日
本
側
研
修
医
の
感
想
〉
台
湾
の
大
学
院
生
と
交

流
す
る
中
で
、
産
業
保
健
が
世
界
共
通
の
分
野
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
高
い
語
学
力

や
研
究
水
準
に
直
接
触
れ
、
自
分
が
い
か
に
日
々
の

業
務
に
追
わ
れ
、
内
向
き
の
視
点
に
な
っ
て
い
た
か

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
所
属
す
る
研
究
室
が

国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
る
組
織
へ
と
発
展
し
て
い

け
る
よ
う
、
私
自
身
も
国
内
だ
け
で
な
く
、
世
界
標

準
の
視
点
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
え
る

非
常
に
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
、
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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